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○噴火警戒レベル２、火口周辺規制
（平成２７年１１月２４日１４時００分～現在）

【阿蘇山の火山活動状況（気象庁発表）】

○解説情報
（平成２８年４月22日１６時００分 福岡管区気象台発表）
中岳第一火口では、１６日０８時３０分にごく小規模な噴火が発生し１８
時１５分まで継続しました。乳白色の噴煙が最高で火口縁上１００ｍまで
上がりました。中岳第一火口で噴火が発生したのは３月４日以来です。
その後、噴火は観測されていません。

２０日に実施した現地調査では、前回（６日）に引き続き、中岳第一火口
内に湯だまり、ごく小規模な土砂噴出、火口底の南側に高温の噴気孔を
確認しました。

火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。

地殻変動観測では、火山活動に伴う特段の変化は認められません。

１４日以降、熊本県から大分県にかけて活発な地震活動（平成２８年（
２０１６年）熊本地震）が続いていますが、これに伴う阿蘇山の火山活動
に特段の活発化はみられません。
中岳第一火口では、時々小規模な噴火が発生していることから、今後
も火口周辺に影響を及ぼす噴火が発生する可能性があります。

４月分のみ掲載
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第２
７号)平成２８年４月１日１６時００分
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第２
８号)平成２８年４月４日１６時００分
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第２
９号)平成２８年４月８日１６時００分
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第３
０号)平成２８年４月１１日１６時００分
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第３
１号)平成２８年４月１５日１６時００分
火山の状況に関する解説情報(阿蘇山第３
２号)平成２８年４月１８日１６時００分



０．基盤的火山観測V-netの紹介
－＞公開火山観測データの活用

１．火山性微動の振幅
－＞短周期地震計の地震波形の活用

２．地殻変動観測
－＞GNSS（GPS）の基線長解析の活用

【本日のメニュー】



アクセス数（最近の１年間）

2015/09/15 

阿蘇山
小規模噴火

2015/05/29 

口永良部島噴火

箱根火山

熊本地震

公開火山観測データ

② 火山活動連続観測網VIVA Ver.2① V-net基盤的火山観測網



阿蘇山における基盤的火山観測網 V-net

阿蘇山一
の宮

Hi-net(阿蘇)

白 水

一の宮

高 森

永 草

V-net観測点 火口からの
直線距離

一の宮(阿蘇市) 約4.6km
白 水(南阿蘇村) 約3.7km
高 森(高森町) 約4.2km
永 草(阿蘇市) 約7.0km



（阿蘇山）

地震傾斜計

GPS

広帯域
地震計

観測小屋
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阿蘇山 白水（はくすい）観測点



防災科学技術研究所 http://www.bosai.go.jp/

①観測調査情報

公開されているデータの見方

②火山活動連続
観測網VIVA Ver.2

１６火山の選択

十勝岳
樽前山
有珠山
北海道駒ヶ岳
岩手山
那須岳
草津白根山
浅間山
富士山
伊豆大島
三宅島
小笠原硫黄島
阿蘇山
雲仙岳
霧島山
口永良部島

③阿蘇山を選択



ただし、ほとんどのデータは、自動表示ですが、
機器の故障等が発生した場合など異常な信
号を表示することもあります。

8

公開されているデータ
観測点分布や地震波形などのデータが表示されます。



「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」の検証

短周期地震計の上下動成分１時間記録



「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」の検証

阿蘇山高森観測点 短周期地震計の上下動成分１時間記録



「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」の検証

阿蘇山高森観測点 短周期地震計の上下動成分１時間記録

孤立型微動

連
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「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」の検証

阿蘇山高森観測点 短周期地震計の上下動成分１時間記録



「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」の検証

阿蘇山高森観測点 短周期地震計の上下動成分１時間記録

孤立型微動 連続微動



「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」を検証

阿蘇山一の宮と白水観測点 短周期地震計の振幅変化

欠測
余震の影響



阿蘇山一の宮(ASIV)
阿蘇山白 水(ASHV)

2011 11/26-12/12

2016 04/07-04/24

「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」を検証

阿蘇山一の宮と白水観測点 短周期地震計の振幅変化

http://vweb2.geo.bosai.go.jp/intra/viva/data/rsam/rsam.php?ss_id1=113&ss_id2=114
http://vweb2.geo.bosai.go.jp/intra/viva/data/rsam/rsam.php?ss_id1=113&ss_id2=114


「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」を検証

第134回火山噴火予知連絡会資料（平成28年2月17日）に
２月18日～4月22日までの期間を追加

熊本地震の余震活動に
伴い一時的に振幅は高ま
った（Ａ）が、現在のところ
2014年11月～2015年５月
頃（Ｂ；断続的に小噴火が
生じていた期間）の振幅と
比較すると、その半分以
下の状態である。

Ｂ
Ａ



○傾斜計観測では、 ４月16日マグニチュード7.3に伴うステップ変化が観測されました。
○最新１週間では、余震と考えられるステップ変化と余効変動が観測されている。

「火山性微動の振幅は、特段大きな変化は認められません。」を検証

第134回火山噴火予知連絡会資料（平成28年2月17日）に
２月18日～4月22日までの期間を追加

最新１週間分(4/17～4/24 09時)
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「地殻変動観測では、火山活動に伴う特段の変化は認められません。」を検証

V-net４観測点間の基線長変化（2014/５～2016/4/16）
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「地殻変動観測では、火山活動に伴う特段の変化は認められません。」を検証

V-net４観測点間の基線長変化（2014/５～2016/4/20）

2011 1/26 噴火

2011年霧島山新燃岳噴火の事例

精密歴 速報歴

精密歴 速報歴

地
震
活
動
に
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○GNSS観測では、４月16日マグニ
チュード7.3の地震に伴う変化が
GNSS観測や傾斜計に観測され
ました。

○熊本地震発生前と後におけるマ
グマの蓄積等を示す顕著な変化
は観測されていません。



（１）地震観測から得られた地震波形及びその振幅変化に
は、熊本地震に関わる余震活動がたくさん記録されて
いました。

（２）火山活動に関わる孤立型微動の発生数や火山性微動
の振幅は、熊本地震発生前と後では、特段大きな変化
は認められません。

（３）地殻変動観測では、４月16日マグニチュード7.3の地震
に伴う変化がGNSS観測や傾斜計に観測されました。

（４）熊本地震発生前と後における火山活動に関わる地殻
変動を示す顕著な変化は観測されていません。

（５）今後とも、火山活動の動向に注視していきます。

ま と め



最後に
平成28年熊本地震によりお亡くなりになら
れた方々に深く哀悼の意を表しますととも
に、被害にあわれた方々に心よりお見舞い
を申し上げます。




